
　久玉保育園（三宅征四郎園長・全園児
85人）では、仏教保育の精神である「明
るく」「正しく」「仲良く」の理念のもと、
子どもたちの思いやりの心とたくましい身
体の育成を目ざしています。
　集団生活の中で、食育や教育などを通じ
て、豊かな感性や感謝の心を育て、健康で
じょうぶな身体をつくり、のびのびと自己
表現できる子どもになるよう、たくさんの
遊びや体験活動などに取り組んでいます。
　本保育園では、保護者が働いている、い
ないにかかわらず施設利用ができるように
なりました。今後は、子育て中の家庭に相
談・集いの場を提供するなど、地域の子育
て支援をさらに充実させていきます。
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愛
隣
保
育
園　

天
草
市
長  

安
田
公
寛

　

天
草
工
業
高
校
（
中
山
秀
利
校

長
・
全
校
生
徒
６
１
５
人
）
は
、

県
内
有
数
の
施
設
・
設
備
を
備
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
地
域
の
た
め

に
も
生
か
そ
う
と
、
開
放
講
座
や

小
・
中
学
生
向
け
の
実
技
指
導
講

習
会
の
実
施
、
養
護
学
校
へ
の
寄

贈
品
の
製
作
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
中
で
も
、
機
械
倶
楽
部

の
生
徒
が
つ
く
っ
た
ミ
ニ
電
車

「
つ
ば
め
・
ア
ン
パ
ン
マ
ン
号
・

Ｓ
Ｌ
マ
ン
号
」
は
、
天
草
地
域
の

み
な
ら
ず
、
県
内
で
開
か
れ
る
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
同
倶
楽
部
の
生
徒
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、
子
ど
も

の
笑
顔
に
触
れ
る
こ
と
で
、
製
品

を
完
成
さ
せ
る
充
実
感
を
得
る
だ

け
で
な
く
、
人
と
し
て
大
き
く
成

長
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
貢
献
を
目
ざ

し
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　高浜小学校（工藤英治校長・全校児童49
人）では、「かしこく　ゆたかに　のびゆ
く浜っ子」を校訓に、子どもたちは朝のあ
いさつ運動から放課後の部活動まで、元気
いっぱいに学校生活を送っています。
　中でも、朝のあいさつ運動では「おはよ
うございます！」の元気な声が、あちらこ
ちらで響いています。また、恵まれた自然
環境を生かして、毎年、地域のウミガメ博
士のご指導のもと天草西海岸に卵を産みに
くるウミガメを観察し、産卵に適した環境
の保全について学習を重ねています。
　これからも『元気があれば何でもできる』
を教員・児童・保護者の合い言葉に、何に
でも堂々と胸を張って取り組んでいきます。

高浜小学校　

天
草
工
業
高
校　

楠森 正樹 さん（有明町大浦・25歳）

　魚釣りが大好きで仕事が早く終わったとき
や休みの日には、よく釣りに出かけています。
釣りの醍醐味は、ねらった魚が針に食らいつ
く瞬間をじっと待つ、この無心になれるとこ
ろが何とも言えないおもしろさだと思います。
　皆さんも天草の海で釣り糸を垂らしなが
ら、ゆったりした時間を過ごしてみませんか。

̶̶ 毎日の楽しみは？
　花や野菜を作るのが好き
で、毎日２～３時間ほど手
入れをしています。アジサ

イなどのさし木をして根がつくと、うれしい気持ちに
なりますね。また、魚釣りやグラウンドゴルフなども
楽しみの一つです。
̶̶ 健康の秘訣は？
　早寝・早起きをし、１日３度の食事をきちんととる
など、規則正しい生活を心がけています。また、３世
代がいっしょににぎやかに暮らしていることも、健康
にいいのかもしれませんね。

松下 光徳 さん
（下浦町・82歳）

久玉保育園　

毎日の生活の中で「生きる力」を育む

　

５
月
11
日
、
長
崎
県
の
橘
湾
を

震
源
と
す
る
震
度
５
強
の
地
震
が

発
生
し
、
五
和
町
御
領
を
中
心
に

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
と
の
想

定
で
、
天
草
市
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
翌
日
に
、
中
国
・
四
川
省

で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
０
の
大

地
震
が
発
生
、「
災
害
は
い
つ
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
こ

と
を
、改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
震
で
何
万
と
い
う
人
々

が
、
倒
壊
し
た
建
物
の
下
敷
き
に

な
り
、
死
亡
者
の
数
が
、
日
が
経

つ
に
つ
れ
て
増
え
て
い
く
状
況
を

見
る
た
び
に
、
何
か
無
念
さ
の
よ

う
な
も
の
を
感
じ
て
仕
方
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

先
月
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
サ
イ

ク
ロ
ン
災
害
も
そ
う
で
し
た
が
、

住
宅
や
道
路
な
ど
災
害
に
対
す
る

社
会
基
盤
の
脆
弱
さ
や
救
助
活
動

な
ど
の
遅
れ
が
、
被
害
を
さ
ら
に

大
き
く
し
て
い
る
と
い
う
現
実
に
、

改
め
て
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
と
災
害
に
対
す
る
日
ご
ろ
の
備

え
、
訓
練
が
い
か
に
大
切
で
あ
る

か
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
19
日
か
ら
、
中
国
と
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
被
災
者
へ
の
義
援
金
箱

を
、
市
役
所
本
庁
や
各
支
所
な
ど

に
設
置
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
災
害

に
対
す
る
日
ご
ろ
の
備
え
に
つ
い

て
、
今
一
度
、
確
認
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
国
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

　
　
　
　
　

大
災
害
に
思
う

 

天
草
に
根
ざ
し
た

高
校
づ
く
り
を
目
ざ
し
て 

 
病
児
保
育
で

子
ど
も
た
ち
を
守
る 

ＳＬマン号とそれを楽しむ子どもたち

優しく接し子どもを安心させる優しく接し子どもを安心させる

「元気があれば何でもできる」を合言葉に…

せいしろう

職員がやさしく接し、子どもを安心させます職員がやさしく接し、子どもを安心させます子どもたちに大人気のミニ電車「ＳＬマン号」子どもたちに大人気のミニ電車「ＳＬマン号」子どもたちに大人気のミニ電車「ＳＬマン号」

お釈迦様の誕生日「はなまつり」での“うさぎ組”お釈迦様の誕生日「はなまつり」での“うさぎ組”ウミガメの観察を通して、環境問題について発表（平成19年度）ウミガメの観察を通して、環境問題について発表（平成19年度）

し
せ
ん
し
ょ
う

　

亀
場
町
に
あ
る
愛
隣
保
育
園

（
坂
本
馨
園
長
・
全
園
児
１
４
１

人
）
で
は
、
平
成
８
年
に
熊
本
県

下
で
最
初
に
病
児
保
育
を
始
め
ま

し
た
。

　

こ
れ
以
前
も
、
保
育
中
に
子
ど

も
の
容
態
が
悪
く
な
っ
た
と
き

は
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て
病
院
へ

連
れ
て
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
年
か
ら
、
伝
染
性
が
低
い
病
気

と
医
師
が
診
断
し
た
場
合
に
限

り
、
園
内
で
の
保
育
を
実
施
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
は
、
病
院
と

契
約
を
行
い
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
の
伝
染
性
が
高
い
病
気
で

も
、
病
院
の
一
室
で
職
員
が
付
き

添
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
病
児
保
育
は
、
年
間
で
１
３
１

日
、
延
べ
２
０
６
人
の
利
用
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
「
保
育
は
福
祉
」
を
合

言
葉
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

か
お
る

えいじ

ひ
で
と
し


